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現在のダム湖 貯水位399.5m 
（洪水貯留準備水位）

２７．５ｍ

５月連休時のダム湖 貯水位427m 
（平常時最高貯水位）

三国川ダムは防災、河川の機能維持（生態系維持、農業用水の確保）、水道用水の確保、
発電の四つの目的を持ったダムです。

三国川ダムでは防災（ダム下流河川の洪水被害の危険性の軽減）を目的として、雨や台風

の起こりやすい６月１日～９月３０日までの期間（洪水期）はダムの貯水位を下げ
て、大雨や洪水によりダムに流れ込む水を貯留できるように１,８００万m3（２５ｍプール
約３６０００個）の容量を確保します。これにより計画規模の洪水１,１００m3/sのうち１
０００m3/sをダムに貯留し、ダムの下流に流す水の量を毎秒100m3に減らす事ができます。

三国川ダムでは時期により水位を変化させ、防災や水の確保などの必要な機能を果た
しています。

※５月に入ると６月１日からの洪水期に向けて貯水位を下げていきます。６月～９月までは
まとまった雨が降りやすいので、貯水位を標高３９９．５ｍ（制限水位）まで下げてダム湖
内を空けておきます。

空容量が確保
できました

4月末の桜の見られる頃に無人飛行機を使
用した動画の撮影を実施しました。

残雪の中の桜の様子や洪水吐きからの迫
力ある放流の状況が見られます。

動画は三国川ダムＨＰから閲覧できます。
http://www.hrr.mlit.go.jp/saguri/

撮影状況



三国川ダムでは「情報館」と「監査廊」を一般開放し、案内
しています。

「情報館」は５月２日から１１月末まで毎日公開しています。
情報館ではゲート操作のシミュレーションができるPCなどがあ
ります。

また、「監査廊（地下通路）」の一般開放は１回約４０分で
行っており、１回あたりの定員は１4名となっています。これ
を超える人数でお越しいただく場は、担当職員にご相談くださ
い。（注：洪水の時は中止）

監査廊はダム管理所前にあるエレベーターを使って天端（ダ
ム上部）から約１００ｍ降り、監査廊（点検用トンネル）と放
流水路のゲート（門）室を担当者が案内します。監査廊の開放
時間は下記日程表のとおりです。

各時間の10分前までに情報館の受付にある電話から申し込み
ください。

※監査廊案内は平成12年から実施しており、これまでに約
46,000人の方が見学されました。
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監査廊見学

操作室

平日 １日 ４回 １０時・１１時・１３時３０分・１４時３０分
土・日・祝祭日 １日 ５回 １０時・１１時・１３時・１４時・１５時

７月～１１月の監査廊案内日程表

７月２６日（日）にしゃくなげ湖まつりを開催します。

三国川ダム管理所では、監査廊・ダム操作室の案内や、巡視
船に乗ってダム湖を１周するイベントを予定しています。

そのほかにも、ダムのふもとにある野外ステージでのイベン
トや、ニジマスのつかみ取りなどが行われます。

日 時 ： ７月２６日（日） ９：００～１６：００

場 所 ： 三国川ダム周辺

※天候等により、一部イベントが中止になる場合があります。

巡視船

情報館


